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報 No.10 （春）

側）日本野鳥の会新潟県支部

8 1年の年頭にあたって
支部畏大島 基

人間の、しがらみH の中ILドップリつかっ

て、人を相手に商売と言う 誠に精神を摺り

減らす稼業を 時聞に関係なしに際限無くや

っておりますと、野鳥達。E絶えず篠し、自然

を誼歌していられる人が たいへん羨ましく

て仕方ありません。

しかし、私も長年の野鳥会員、忙中関有り2
の心境で、遠方で鳴く、ツピ、ツーツツ H

｛シジュウカラl＂ギューイギューイ II（オナガ）

の声を聞くにつけ、雪中餌を求めて仕事場に

やってくるセグロセキレイに 餌をさがして

くれる等、 「ほっ」と気を抜ける趣味を持司

ている事IC 非常な喜びと優越感にひたれる

のです。同時に ζの趣味をもっと多くの人達

にも分けてあげたいと心底思うのです。

今年も野鳥の会員が♂がんじがらみ’の殺伐

たる人聞社会から、より多くの人に 自然の

美しさを教え、ゆとりのある隻な生活へと救

ってやろうではありませんか。

そんな意味でも、会員僧加は十分自然保護に

役立てると信じます。会員諸兄のますますの

御発震をお祈り申し上げます。

｛長岡市新産2丁目 9の5)

8勾~e通d治~~勉~Et治活弱~~勉

高角山
4 

塩沢町桑原民生

越後の名峰苗場山ILは主IL3つの登山Jレー

トがありますが、今回乙乙で紹介しますのは、

そのうちの 1つ、苗場山の東南側より赤湯を

経て頂上IL至るコースの登山口付近です。

越後湯沢を車で通過し、国道 l7号線を群

馬方面に向けて進み、三国峠の手前の苗場国

際スキー場で右折し、スキー場の下部を抜け

て林道IL入ります。乙の林道は国有林伐採の

ためつくられた道で、道路に沿って、いたる

所、プナの古木が切り出され、そのあとは植

林された若いカラマツの単相林になっていま

す。スキー場も広大な面積が一部のレジャー

産業のために伐採されつく し、 裏日本特有の

ブナの原生林が姿を消してしまっています。

それを横目でにらみながら、二度と元の獲に

もどりょうのない破緩応対して、やり場のな



い腹立たしさを感じます。

清津川の上流部を川Ii'.'.沿ってガタボコ道を

2 0分。林道は行き止まりとなり、そ乙から

先は、自然倒木なども見られ、人手がいまだ

加えられていない原生林が続きます。その中

Ii'.'.入り込むと何故か救われるような安猪感を

生じます。言案流脇に露天風邑のある赤湯まな

徒歩で約 1時間。道は清津川から厳れて、ブ

ナを主体とするトチ、カツラなどの大木の間

4をぬって行きます。

5月中旬、乙の広葉樹林の中では、 キピタ

キ、セ ンダイムシクイ、ウグイス、コルリ、

ツツドリ、メボソムシクイ、アオゲラ、アカ

ゲラ、カケス、それにカラ類等の個体数が多

く認められます。平野部ではすでに若葉の繁

る時期ですが、標高 1,00 Omの乙の地点でi本

残雪も谷聞に多く見られ、芽吹きの早いブナ

さえも、まだ枝先のサヤを落したばかりで、

林の申が明かるく透き通司て見えます。いま

だ混成群をなしているカラの仲間が枝先で朽

う曲芸も木の葉に邪魔される乙とと＇＜ 、つぶ

さに見られます。また、臼頃、声ばかりであ

まり姿を見せてくれないセンダイムシクイも

双眼鏡の中でくっきりとその全体像をあきら

かにしてくれます。そして、乙の時期には、

まださえずりがテリトリー宣言fl:＂＇っていな

いのか、さえずりながらも一本の大木fl:4～ 

5羽の群をなしている現象もみうけます。

昭和56年度画本野鳥の会

新潟県支部総会開催予定

・日時： 56年4月18白・ 19日

・場所：：長岡自治会館｛長岡市西神田）

－傑烏会｛信濃川河川敷）

。日程： 18日 総会、夕食、野鳥のつどい｛長

岡の野鳥研究報告スライド映写会）

19日朝食後信濃川探烏散会12時

。参加費： 1泊2食4,0 0 0円

。申込み： 4月5自民締切ります。

一詳細は同封の案内を一読下さい。一
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様々な烏の声を陶きはがら小 l時閥。渓流

のほとりに一軒の小屋があって、温泉が涌き

出ています。乙乙が赤湯で、乙 ζで清津JII は

2本の支流と合流します。乙乙から先は、登

山道から離れて、渓流をそ上します。どの沢

fl:入るかはその時の気分次第です。

沢Ii'.'.入り込むと、渓流の鳥、カワガラス、キセ

キレイ、 ミソサザイ、オオルリが見られま守。．ー・ー

残念ながら、いまだ、アカショウピン、ヤ

マセミの姿は確認していません。いつか、き

『と出合えるのではなし、かと期待し官、ます二

ゆっくり過しすぎて、帰りが夕刻になうて

足元もおぼつかとEくなる頃は、トラツグミ、

ヨタカ、それにコノハズクの声も遠くから聞

ζえます。

ζの他fl:1～5 m.の至近距艇で姿を見る乙

とのできた烏に、ヤマドリ、コマドリ、サシ

パ、エゾムシクイ等がいます。

また、鳥以外にも、アナグマ、ニホンザJv,

カモシカ＇＂＇どの他の動物に、ばったり出噛 J、

対峠する乙ともあります。

5月の赤湯は満開の山桜とともに、夏鳥の姿

が若葉Ii'.'.遮られる乙となく、はっきりとながめら

れるので、とても嬢しい気分になるとζろです。

シャクナゲの花の咲いていた赤湯は、今、

8丈もの雪にうずもれて、動くものもない静

寂の中で、春を待『ているのでしt うか。

（塩沢町島新田）

；’三百万活5：’♂；刃~~；－，.，.·~1
• ' Tつ、どこで、聞Lぜこり、見たりしましたか？ ー

春の訪れは、昨春と同じサイクルで繰返さ

れてL、るrnr:しιうね昨春調査部でまとめました
ウグイス初鳴｛支部報J伍7参照）とツバメ初認

日の調査を今春も実施したいと思います。

「ウグイスの声をいつ ど乙で聞いた。」

「ツバメの墜を いつ ど乙で見た。」という

報告を事務局へ寄せて下さい。

。家族、知人、験場、いろいろな方々にお願

いしておき その情報を集約して下さい。



[ 探忌盃元事＼報告 J 
＠鳥屋野潟探鳥会

初冬帥烏たちの楽園鳥屋野潟での探鳥会

は、11月9日初めて参加されたピギナーも多

く、京ヲ50名で賑やかでした。最初は晴れてい

た天候も荒れ模僚となり、傑烏を中断して避

難しました。

｛確認した烏）カイツプ＇）、ハジロカイツブリ、

カンムリカイツブリ、ゴイサキ二ダイサヰミコサキ：アオ

サヰミオオハクチョウ、コハクチョウ、マガモ、カルガミ

コガモ、 トモエガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、オナガガ

モ、ハシピロガモ、ホシハジロ、 ミコアイサ、トピ、ハ

イタカ、ハマシギ、アオアシシギ、ユリカモメ、 ウミ

ネコ、キ ジノてト、ハクセキレイ、ヒヨドリ、

モズ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス

く32種＞

寺泊港探鳥風景 ｛撒彫：木下弘｝

＠寺泊探鳥会

冬の海辺の探鳥会と して8回目の寺泊探烏

会は、2月 8日まずまずの天気に幸いされ、

参加者も48名と賑やかでした。野積海岸クソレ

ープは荒波κ浮き沈みするクロガモ群を寒風

K凍えた手でプロミナーで傑しだし、また出

雲崎港クソレープは、めうたに見る乙とのでき

ないコクガンとじっくり御対面できました。

（確認した鳥）

く野積、寺泊港＞ハジロカイツプリ、コサギ、マガ

モ、カルガモ、オナガガモ、クロガモ、ピロ・ドキンクロ

クロガモ、ンノリガモ、トピ、タゲリ、ユリカモメ、

セグロカモメ、オオセグロカモメ、カモメ、ウミネコ、

キジバ卜、 ハクセキレイ、セグロセキレイ、タヒバリ、

ヒヨドリ、モズ、イソヒヨドリ、ツグミ、ホ

オジロ、ベニマシコ、ウソ、シメ、スズメ、

ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、

キジく 32種〉

く出雲崎港＞マガモ、カルガモ、シノリ：班、

ウミアイサ、 コクガン、 トピ、 ノスリ、タゲ＇）、セ

グロカモメ、オオセク．ロカモメ、大型カモメと勾

鳥、カモメ、ウミネコ、タヒバリ、ヒヨドリ、 イソ

ヒヨドリ、ツグミ、ンメ、ムクド リ、ハシポ

ソガラス、ハンブトガラス く 21種＞

＝合計 36種＝

~ι官事会τ手島芳持弔手~τ手島τき羊空手品空手与空手＆空宇品苦手ιf予，＿＿，，手＆ヲ手，＿.，，持弔弗哩手島空手ι哩持空手ιマ予，＿＿，，予＆苦手，＿，，；.：.ιT手島雪持哩持喧苦ι空宇品ー玄

「ある手紙 I 

新潟市佐藤 弘」

「前略貨ゴルフクラブ食堂のメニ zーに

ある カモナメコそばについて一言申した く

お便りします。猟期外fl:カモが食べられる事

を大変不思議に思います。商品価値が高いわ

けでもないカモを冷凍保存されていたのでし

I うか。それともアヒルですか。 私はそのど

ちらでもない確証はないけれど密猟のカル

ガモと思いますが違いますか。

需要ある所供給有りと言われますが、伺も

知らとfいゴルファーに密猟の片俸をかつがせ

ている様なもので、実態を知ったら怒ります

よζれは。そばに種物をのせて附加価値を高

めるf.t.らば、何故他のものではいけなL呪功、

タイヤをかじるのと大差ないカモを使う理由

はない筈です。猟期外11'.カモをメニzーにの

せるのは、 梨下11'.冠をただす以上の事、紳士

の社交場とか言われるゴルフクラブのする事
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ではないと思いますが、 L、かが。

今後もメニュ→とのり続けるならば、E接理事長
に抗議します。 f坊が烏の事とおうしゃいますな、法

は法で拘〉ら県警に授査を依頼します。冷凍附〉

アヒルゅは捜査の過程で明助曜とされるでしょう。警

察が動けば当然新聞記者も後を追L、ます。自然

保護の意識が高まっている現在、貧クラコが鳥獣

保護及び狩猟に関す夜去律fl:違反してL、るとした

ら、格好の記事になるでしzう。もっとも、みD硬く

てます1、黒い塊りが、実はニワトリだとおっしゃるな

ら乙とは全く別の問題Kなります。

00ゴルフクラブ支配人 犠

乙れは、投函される事O)l'Jt,、手紙、です効〉ら

手紙て];tfJI,'(Jjです。私¢独り言、言材まグゼリて寸。

猟期終了を待って差出すつもりちおったのですが、

気が変りました需要を絶っても供給者は新たな

需要を探す、CMてU!J¥.i対1ど元州絶たなきゃ

だめ、ゴJνフ場10.！まじf奮を刺7る似立止めましfこ。

「ザルそぼ頂戴」 I奇は温レのしか御座居ませ

ん」「じゃそれで良川。て出されJ:JDJJ＇＜ヵモナメコ

そぱ。無知な私は有害鳥獣として駆除されたも

ω人合法的10利用計四事怜る0ごろうぐらし可と
考えていましむかげモt.,cら玄ずくても食べ併1るか

ら、払下げてくれと言う人が現れ、そオ功Z許可とな

ると思ってLすおすです。と乙ろが大先輩fl:伺うと

その綾な事はあり得郎、、総て焼却処分するとの

御返事で、自分の無知を恥入っておりますL同

時にムカ v腹を立てて奮いたのが、冒頭の大

人気ない手紙です。

自分だけの密かな楽しみとしての密猟であっ

ても、とても見過uKでき品切に堂々と食堂の
メニューにのっているとは。乙れからもしっか

りと、目を光らせなt対lばならfJI,、と恩います。

「アメリ方ウズラシギの観察「
新潟市町田喜彦」

昭和55年 9月7日の四ツ郷屋浜探鳥会で、

アメリカウズラシギCα lid1・isme l an-

oto sが発見されました。新潟県初rc:顕だ
そうです。当日は大勢の方が観察されている

のですが、私カ汗t表して報告いたします。
ー場所は越前浜に近い砂浜で、そこではトウ

ネン、ハマシギ等の沢山のシギ ・チド’j類が

餌を漁っており、それらを望遠鏡で見ている

時、背中IL臼く Vの字が見え、一見ウズラシ

ギによく似たシギを見付けましたbしかし全

体IL赤褐色に乏しいのが気になり、ウズラシ

ギの近縁種を捜していた時、新潟県自然保護

課の本間隆平さんが「乙れだ ！」と指さされ

た図鑑の絵を見て、アメ ＇）：カウズラシギfごと

分りました。

アメリカウズラシギは、ほとんど同形、同

大のウズラシギK比べ、体色IL赤褐色みが乏

しく、胸の縦班が明瞭で、白い腹部との境目

がは司きりしている｛高野、 1975）ζ とが色

別のポイントと＇＂りますが 、乙れら¢特徴を

よく備えていました。

その後、9月12日Kその場所を訪れた時に

は、幸いな乙とにウズラシギもー絡に採餌し

ているのを見付けました。しかし逆う協泉であ

った為、体色の相違は見分けられませんでし

たが、胸の特徴は、は司きりと相違している

のが分りました。

アメリカウズラシギは、シベリ ア東北部、

及び北米極北部で繁殖し、冬期は北米大践を

経て南米へ渡る｛小林、 1976）とされており、

日本では新潟県以外でもあまり記録されてお

らず、秋の渡りシーズンに、稀ll:l羽、若し

くは2羽程度居るのを観察されるのが、殆ん

どのようです。 ｛新潟市五十嵐，新潟大学内）

円｜用文献〕。高野伸二 ｛1975 ）シギ・チドリ類＇［）.

見分け方4、野鳥、40:421-425。

・小林佐助（1976）原包ヨ本鳥類図鑑、保障主 123
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アカヴソ （療影：渡部通｝

昭和田年 1月4日、東諸原郡鹿瀬町日出谷

IC野鳥撮影K出かけた際、道路脇にあ司た樹

令30年程の桜の木Kウソが7羽いた。さ司そ

く車を止めてカメラを出し、撮影し始めTこが、その

頃より雪が降り出」レンズを上方IL向ける事が

出来なくなる程てtあった。しかし近くILいる援は服

部が赤いアカウソであとb私は無理してでもと損

影を続けTこ。そう乙うしてU治時、アカウソの後方

にもうー羽のフソがやって来て、桜の芽を喰へて

いる。後姿ちあるが、それは一回り大きく、翼に白

い需がくっきりと見えゑ私はずのとそちらへレンズを

向けた。その時、私の方へ腹を見せたウソは

真赤なウ・ノであ弘そうです、そ判ま夢にまで完fこ、あ

こがれの鳥、ベニバラウソであ司た。私はレンズ

に雪カ積っているまま、それ念撮影しむあせうて

いたのだ。 ？ アカウソはサハリン以北から冬

周飛来しで来込アカウソより腹部が鮮刊な赤色

をしていて、大雨お弘、先捕前立っきりと白い亜種

がカムチャuカ等から飛来すゐ乙れぞぺニパラウソ

とし丸、、日本での記録は少ない。

( j高野伸ニ著、野鳥識別ハンドブ g クより）

｛東京都調布市小島町8-82・6

さっきコーポ 20 1号 ）

仁ヵー白化（
東蒲津川町渡部 通／

カJレガモは河川、湖沼等iζ最も普通であり、

一年を通じて見られる種である。

私は新潟市内の信濃川において、本種の白

化個体を観察｛図 l）する乙とが出来たので報

告する。 f,tおいろいろ御教示いただいた本会

副支部長千葉晃氏K深謝の意を表する。

カJV/!モの臼化個体｛撮影渡部通）

。観察年月日 ：19 7 9. I 1. 8 

＠観察場所 ：新潟市幸町、信濃川右岸｛八千

代橋上流）

。観察者：常山秀夫、千葉晃、渡部通

。観察状況 ：約20羽のカルガモとホシハジロ、

ユリカモメなどが採餌遊泳する群れの中に白

化した l個体を認め観察を行f,tった。全体に

白色であ司て、目撃した時はアヒルではない

かと思ったが、カJレガモの中にあっては常に

リーダー的な行動をとりながら も2～4羽で

行動する乙とも多かった。 眠、水かきは笹

色、鳴は黒色で先端が黄色、き らに虹彩も通

常のカルガモと同様であり、飛朔力も変化は

なかっ九 1979年初冬期間（1979、10～1980、S)

とl980年の冬期間（1980、10～1981、2.7現在｝

普通に観察された。

。考察： AlM仇抑｛臼化現象）は各種の動物

に認められるが、特IL鳥類κ多く代表的種類

としてカモ類、キジ、ヤマドリ、 U吋、ツバメ
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のあると ζろである。夏期においても近隣の

河川｜、湖沼等での生息、繁殖が充分考え甘1、

今後とも留意して観察活動を続けて行き泊、。

＠文献

1）黒団長久（1967）：オオミズナギドリの班白

化例｛附記）日本烏学会

2）加藤忠一（1977）：ヤマガラの白化例

四季のつどい川区S、東蒲自然

同好会

｛東蒲原郡津川町三郷乙）

ヒヨドリ、モズ、メジロ、ホオジ°＇ スズメ、カラス

などがある｛加藤、1977）とされ、カルガモの

白化例は少なくない。又白色となる因子には

優勢と劣勢とがあって、優勢白色因子がヘテ

ロで因子群に組入れて不完全な白化となる乙

とがある ｛黒田、 1967）とされ、今回の例も

羽色が白化となっているものの、虹彩と鳴は

白化していな く｛臼化であれば虹彩は赤色、

明は肉色｝特に虹彩と鳴は臼化しにくいとい

われ、完全な臼化は珍ら しいとされている。

又当該個体は 2年続けて出現しており、興味

1争終寧卒鋒何事事事件特終鱗納t.t~呼称春卒事鱗楠魯

111111各地の鳥 例年10月10日イヌワシ（幼 1）中魚中里村

清津侠 ｛観察者木下微）

10月19日マガモ（ ~ 8♀1 ）ハシピロガモ

（ ~1~4 ）ヒド ＇） ガモ（ 14 ) コガモ（ 1 ) 

北魚小出町菱平の池、 11月2日ンメ（3）..ベニ

マシコ（11) ミヤマホオジロ(2).. 11月5日上

空コサギ8群（計 147) 以上A、出町青島、 81
年 1月 1日夕ゲリ（1) ジョウピタキ（ll、 l月

6日ハギマシコ （100）キハダの笑を食べK、

1月11日カモメ成幼 1月18日 ウミネコ、

アトリ（1）以上小出町向山 1月18日トラツグ

ミ、メ ジロ、湯之谷村大沢 1月81日クサシ

ギ小出町青島 （観察者 柳瀬昭彦）

1月18日カワラヒワ（1）、オナガ（2）、タヒバリ

(1) タシギ（3) カワガラス（3) ハクセキ レイ

(2）セグロセキレイ（3）、ホオジロ（1）イカ Jレ

チドリ{2）マガモ、カルガモ、コガモ｛計

100土）タゲリ（2) ハシボソガラス（2) カワ

セミ （1) トピ（8）アオゲラ 魚野川六日町

減巻構｛観察者木下弘｝

1月6日トラツグミ（1）、 1月9日ウソ（6）、 1

月18日ツグミ（1）、タシギ（2）、キクイタダキ（6)

シジュウカラ、ヒガラの混群（土 20)I月I5 

日アオゲラ（1）、ンロハラ（1）、エナガ、ヒガラ

ンジュウカラの混群（± 30）以上刈羽郡刈羽

村 1月17日 夕ゲリ｛土80）柏崎市鯖石川

河口上空 ｛観察者渡部通）

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

＠上起ブロック

81年 1月1日ノスリ（1）糸魚川梶屋敷

月15日オナガ（5）、トラツグミ（2）、アカハラ（2)

メジロ多数、糸魚川一の宮 1月16日教室の

窓からモズが小鳥｛種不明）をひきずるように

口にくわえて飛んでいるのを目掌、図のよう

な感じ。すぐ近くの常

緑のやぷ:J:J:R1:カ〉くした後
近-:j,＇＜てきたもう 1哀ゆモ

ズをUlfしくi島払うのを

見ましむ 1月1回シメ（1)

｛観察者鷲沢澄雄）
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わ合子
d fl 
糸魚川町の中

＠中越ブロック

を選比ー マ？”の光まオえあ
湾当・ 刀’ドヲヱイ五乙si3vr 
~らま4ゴホE可午向ま浦湾、'1'111$げやのk今~~

S区おラ~ ~ ~31' r: 5 来奇~~
歯慢と五坊がJc)＇て、色ご
4匝 ~~ ~ 'i~~2r 111'-シト
~~e1·y~件目巾塞墨直長I~·仏i111~r~1..:91:



1月6日アカエリカイ ツブリ（1）、ミ ミカイツ

ブリ（2) ミツユピカモメ（1) ウミネコ（148) 

セグロカモメ（15）オオセグロカモメ（4）ユ

リカモメ (1) カモメ（1）寺泊港 1月7日シ

ロハラ（3）与板町本与板 コハクチョウ（ta)

カワアイサ（2) 信濃川与板橋上流 1月11日

Eツユピカモメ（3）寺泊港 1月16日ベニマ

シコ（1) 与板町東与板 1月17日ウソ（7）与

板町本与板 1月18日オジロワ シ（2）信濃川

与板僑下流、 2月1日クロガモ（ 155）ビロー

ドキンクロ（2) ウミアイサ（1）アピ（ll アト

リ（5) 寺泊町野積 2月7日コクガン（1) 三

島郡出雲崎 （観察者渡辺弘雄）

2月 1日オオワシ成鳥、ll時45分より 12時

｛曇）長岡市脇川信濃川 ｛観察者太田

実｝

。下越ブロック

1月2日 トラツグミ（2）、キジ（3）、アオゲラ（2）、

マヒワ｛士30）シグミ｛土30）ヒヨドリ｛土10)l月

11日 トラツグ＇q11、ウソ（4）、アカウソ（2）.マヒワ

｛土20）ツク・u士20）以上津川町三郷（観察者
渡部 通） 1月18日ハイイロチュウヒ｛宮1 ) 

1月31日ハイイロチュウヒ｛♀1）大型カモメ幼鳥

(1）オオパン｛2）ハマシギ（5o+）以上新潟市佐潟

｛観察者木下徹） 1月18日ヒシクイ

( 1160 ) オオハクチョウ（111) 2月1日ヒシクイ

( 1060 ) コハクチョウ（ 185 ) オオハクチョウ（88) 

以上福島潟 1月18日マガン（ 110 ）国道・116

号線沿い水田｛西川町） ｛観察者小野島学｝

1月15日ハイイロヒレアシシギ（1）、シノリガモ（2）コ

クガン（ll 船着き場コニノクリートに叫サンリを盛

んに食べていた。（ 1 8日まで観察） 以上村上

市岩船港 ｛観察者宮越一俊） 1月4

日～ 28日卜ヒ二キジバトアオウ．ラセグロセキレイ

ヒヨドリカワガラスツグミヤマガラシメ スズメ

カケスハシボ‘ノ：ガラスハシプトガラス上川村｛積

雪 1.5m.) （観察者小池重人）

。コハクテョウ 11月11日新潟市五十嵐上空 18

羽夜間 ハクチョウの声がし問冗急いで窓を

聞けると上空を佐潟方向に飛んで行く一群が

見えた。空は快晴で、月αyぷe、暗い星笠を

』ζ、白〈浮き出た烏が飛ん官、〈姿は賓と美しか

っfゐ時計を見ると8時45分封旨し官、た。鳴き声

からコハクチョウであると判断。

。瓢湖は今「アメリカ」オンパレード 12月22日現

在瓢湖にアメリカヒドリ アメリカコハクチョウアメ

リカコガモが生息し官、封。 ζのうちアメリカヒドリ

は、 11月18日fl:初めで観察して以来1ヶ月以上も

経過しており、ハクチョウの餌KMすいているので長

居をしそう。 。1月10日のとと瓢朔IC居

っているアメリカヒドリをプロミナーで投l泊し、「今

日も居てくれ1こ丸」と満足し、千臨劫モの方？と目叡旬

けると、またアメリカヒドリが視野IC入ってくとb

乙必？と早〈移れる筈治初Lそうなんです。実は

アメリカヒドリ：が 2羽も居たんです。しかいまTこ

とないショーも乙の日限り、翌日にはまたもと

のとおり 1羽だけになうてしまいました。

（観察者町田喜彦）

ト~ t娘。tト採.~CI)
。国勢調査（55.lOJ）と県支部会員数（56.1現在）

村上園 8.9瓦人 4人柏崎圏 10.8瓦人20人

新発田園 15.0 3 六日町酒 7.2 6 

新潟圏 77.9 66 十日咽 8.0 3 

五泉圏 8.3 10 上越圏 27.0 19 

三条燕圏 27.1 13 糸剥l図 6.1 3 

長岡1吐掴 41.l 29 佐渡圏 8.5 。
豪両時針244.l 180 尉括損 5 

。男性（ ~ lと女性（ ~ lとの割合

新潟県民男性 1,193,624：女性 1,257,732 

県支部会員男性 160：女性 20

。支部会員の年令構成｛生れた年の年代区分｝
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下記の方が新し く会員となりました。

探烏会でお会いいたしましょう。

烏だより・写真など気がるに事務局まで送っ

て下さい。

• 176 岡研一 956 新津市新金沢町

19-6 

・177 五十嵐敏行 950-21新潟市坂井
2282の5

・178 橋本春雄 957 北蒲原郡豊浦町字
荒町

・179 叶内拓哉 182 東京都調布市小島
町 sの 82の6 さっきコーポ201号

• 180 佐藤和広 950ー刷新潟市E口3234-3

－“＂胸叫跡掬制＂蜘岡山...胤＂＂”蜘網 棚恥醐l側副蜘岬....., ...助岨勧咽蜘

事務局だより
明剛桝附隣町剛併””“陶”11••””t併問”州脚・，B”＇＂’附岡崎H瞬間”w・・1脚・＂司附

今冬は厳しい寒波が続き、 雪いじりの毎

日でした。お変わりございませんでしIうか。

。各地の鳥だより、写真、記録など、どしど

し事務局までお寄せ下さい。

。全国大会が6月II:裏磐梯高原｛福島県） で

開催されます。新潟県支部では合同で参加

したいと考えています。参加希望の方は早

めに事務局までお知らせ下さい。

。高野伸二先生の識別ハンドブ uクは売れゆ

きが順調です。ぜひ支部を通じて購入下さ

い。 野鳥ぞ楽しむ必読必携品です。

トツ を積 :3~トを探30D
0都道府県別野鳥の会会員数（80年5月末現在）

1位 東京2.232人 9位長野 240人個人会員9,16焔

2神奈川 797 10茨城 214 法人会員 7世

3 埼玉 561 11 兵庫 207 野信活設琵数

4北海道 468 12宮域 206 ( 81年2月6捜部

5 千葉 406 11!福岡 195 掛誼lllti適度4

6 愛知 339 14京都 168 剰じ 9件国5

7 静岡 333 15新潟 165 僕陳 9四重 2

8 大阪 299 16群馬 159 咋部 17力州 5

0海外の野鳥関係団体の会員数

イギリス鳥類保護協会IRSPB・英） 32万人

ナショナル・オーデュボン協会保：）28 

ドイツ鳥類保護協会 触） 6 

オランダ鳥類保護協会 （醐 S

編集後記

厳しい寒波のなか早々とたくさんの原稿

をいただいていながら発行が遅れたζとを御

詫び致します。

毎月送られてくる明野鳥、、と季刊の”支部

報泌をいつも見て楽しんでいた一人の会員だ

った私が、今回編集させていただきつぎのよ

うな乙とに気付きました。

。新潟県が広いζと 。野鳥D芸誌と入会して丸、｜

て劫＞？t.こ乙と。 。入会し1 湖、人たちと欧肋材｜

てもっと多くの仲間を増やしたい乙と。 ｜ 

乙れから春を迎え、探鳥』ともA て口、の季節とな｜

ります。諸兄のますますの発展を祈ります休~I

日本野鳥 の 会新潟県支部報 J仮10 （：春）

発行 昭和田年 5月四日 編集 木下 弘

発行所 ｛財） 日本野鳥の会新潟県支部

T 9 5 9- 44 新潟県東蒲原郡津川町三郷乙1193番地

電話 0 2549 （幼 5045 渡 部 通 方

復替新潟600 2 会費年額 4000円 （本会費とも）
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